
目

次

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
一
（
人
事
委
員
会
事
務
専
決
代
決
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
職

員

課
）
…
一

○
人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
一

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
給
料
等
の
支
給
）
及
び
人
事
委
員
会
規

則
七
―
八
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
一

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
一
（
人
事
委
員
会
事
務
専
決
代
決
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
一
（
人
事
委
員
会
事
務
専
決
代
決
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
一
（
人
事
委
員
会
事
務
専
決
代
決
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
二
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

法
第
五
十
三
条
第
九
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
記
載
事
項
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
項
中
「
一
級
」
の
下
に
「
若
し
く
は
二
級
」
を

加
え
、
「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
給
料
等
の
支
給
）
及
び
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇
（
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

青
森
県
報
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外
第
三
十
六
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平
成
三
十
一
年

三
月
二
十
九
日

（
金
曜
日
）



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
給
料
等
の
支
給
）
及
び
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇
（
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
給
料
等
の
支
給
）
及
び
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇
（
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
給
料
等
の
支
給
）
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条

二

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
第
十
二
条
第
二
項
第
八
号

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
務
の
級
の
一
級
上
位
の
職
務
の
級
に

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
有
す
る
者
」
の
下
に
「
（
第
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
職

務
の
級
を
決
定
す
る
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
と
す
る
。
」
を
「
と
し
、
職
員
の
職
務
に
そ
の

経
験
が
直
接
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る
職
務
で
あ
つ
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
従
事
し
た
期
間

の
あ
る
職
員
の
経
験
年
数
の
う
ち
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
任
命
権
者
が
相
当
と
認

め
る
年
数
を
除
く
。
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
う
ち
、
第
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
職
務
の
級
を

決
定
す
る
者
の
号
給
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
号
給
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
知
事
の
事
務
部
局
の
項
中
「
本
庁
理
事

交
通
政
策
推
進
監

農
商
工
連
携
推
進
監
」
を
「
本
庁
理
事

水
産
局
長
」
に
、
「
本
庁
部

水
産
局

次
長
長

」
を
「
本
庁
部
次
長
」
に
、
「
保
健
医
療
対
策
監
」
を
「
交
通
政
策
推
進
監

保
健
医
療
対
策
監

農
商
工
連
携
推
進
監
」
に
、
「
東
青
三
八

地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
青
森
港
管
理
所
長

地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
八
戸
港
管
理
所
長
」
を
「
東
青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
青
森
港
管
理
所

長
」
に
、
「
子
ど
も
自
立
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
所
長

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

」
を
「
子
ど
も
自
立
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
所
長
」
に
、

「
Ｉ
Ｔ
専
門
監

国
際
誘
客
推
進
監
｣を
「
Ｉ
Ｔ
専
門
監
」
に
、「
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
水
産
事
務
所
長
」

を
「
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
水
産
事
務
所
長
（
職
務
の
級
行
政
職
給
料
表
六
級
の
も
の
に
限

る
。
）
」
に
、
「
東
青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
駒
込
ダ
ム
建
設
所
長
」
を
「
東
青
地
域
県
民
局
地

三
八
地
域
県
民
局
地

域
整
備
部
駒
込
ダ
ム
建
設
所
長

域
整
備
部
八
戸
港
管
理
所
長

」
に
、
「
む
つ
高
等
技
術
専
門
校
長
」
を
「
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

む
つ
高
等
技
術
専
門
校

病
害
虫
防
除
所
長
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所
長
長

」
に
、
「
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
室
長
代
理
」
を
「
本
庁
室
長
代
理
」
に
、
「
七
里
長
浜
港

利
用
促
進
監
」
を
「
七
里
長
浜
港
利
用
促
進
監

国
際
誘
客
推
進
監

」
に
、
「
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長

女
性
相
談
所
次
長

」
を
「
環
境
保

健
セ
ン
タ
ー
次
長
」
に
、「
東
青
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
青
森
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
長

病
害
虫
防
除
所
長

」

を
「
東
青
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
青
森
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
長

三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
八
戸
水
産
事
務
所
長

」
に
改
め
、
同
表
労
働

委
員
会
の
事
務
部
局
の
項
中
「
事
務
局
長

事
務
局
次
長
」
を
「
事
務
局
長
」
に
改
め
、
同
表
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
の
事
務
部
局
の
項
中
「
九
類
」
を
「
七
類
」
に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局
の
項
中

「
少
年
自
然
の
家
所
長
」
を
「
少
年
自
然
の
家
所
長

三
内
丸
山
遺
跡
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
、
「
学
校
教
育
課
特
別
支
援
教

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
国
民
ス

文
化
財
保
護
課
三
内
丸
山

育
推
進
室
長

ポ
ー
ツ
大
会
準
備
室
長

遺
跡
保
存
活
用
推
進
室
長
」
を
「
学
校
教
育
課
特
別
支
援
教
育
推
進
室
長
」
に
、
「
郷
土
館
課
長
」

を
「
郷
土
館
課
長

三
内
丸
山
遺
跡
セ
ン
タ
ー
副
所
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
号
中
「
交
通
政
策
推
進
監
、
農
商
工
連
携
推
進
監
」
を
「
水
産
局
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
八
条
の
四
」
を
「
第
八
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
四
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
五
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
か

ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
十
五
と
す
る
。

第
六
条
の
十
三
中
「
第
六
条
の
二
」
を
「
第
六
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
十
四
と
す

る
。第

六
条
の
十
二
を
第
六
条
の
十
三
と
す
る
。

第
六
条
の
十
一
中
「
第
六
条
の
三
、
第
六
条
の
四
」
を
「
第
六
条
の
四
、
第
六
条
の
五
」
に
、

「
第
六
条
の
六
、
第
六
条
の
七
」
を
「
第
六
条
の
七
、
第
六
条
の
八
」
に
、
「
第
六
条
の
九
及
び
」

を
「
第
六
条
の
十
及
び
」
に
、
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
を

「
第
六
条
の
五
第
一
項
第
一
号
、
第
六
条
の
八
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
二

号
、
第
六
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
の
五
第
一
項
第
二
号
、
第
六
条
の
八
第
一
項
第
二

号
」
に
、
「
第
六
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
十
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
の
三
第
二
項
又
は

第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
三
項
」
に
、
「
第
八
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の

四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
十
二
と
す
る
。

第
六
条
の
十
第
一
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第

三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項

又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
」
に
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改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第

六
条
の
十
一
と
す
る
。

第
六
条
の
九
第
一
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
六
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
三
項
」
に
、
「
第
八

条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条

の
十
と
す
る
。

第
六
条
の
八
第
一
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
六
条
の
九
と
す
る
。

第
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六

条
の
八
と
す
る
。

第
六
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
三
項
」
に
、
「
第
八
条
の
三
第

一
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
七
と
す
る
。

第
六
条
の
五
中
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条

の
六
と
す
る
。

第
六
条
の
四
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条

の
五
と
す
る
。

第
六
条
の
三
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条

の
四
と
す
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」

に
、
「
第
八
条
の
二
第
一
項
に
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
に
」
に
、
「
第
六
条
の
五
第
二
項
、
第

六
条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
六
第
二
項
、
第
六
条
の
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
三
と
し
、
第
六

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
時
間
外
勤
務
の
制
限
）

第
六
条
の
二

勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
の
範
囲

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
範
囲
と
す
る
。

一

次
号
に
規
定
す
る
部
署
以
外
の
部
署
に
勤
務
す
る
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

ア

イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

次
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
時
間

⑴

一
月

四
十
五
時
間

⑵

一
年

三
百
六
十
時
間

イ

一
年
に
お
い
て
勤
務
す
る
部
署
が
次
号
に
規
定
す
る
部
署
か
ら
こ
の
号
に
規
定
す
る
部
署

と
な
っ
た
職
員

次
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
時
間

⑴

一
年

七
百
二
十
時
間

⑵

ア
及
び
次
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
時
間
並
び
に
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考

慮
し
て
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間

人
事
委
員
会
が
定
め
る
時
間

二

他
律
的
業
務
（
業
務
量
、
業
務
の
実
施
時
期
そ
の
他
の
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項
を
自
ら

決
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
業
務
を
い
う
。
）
の
比
重
が
高
い
部
署
と
し
て
任
命
権
者
が
指
定
す

る
も
の
に
勤
務
す
る
職
員

次
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
時
間

の
範
囲

ア

一
月

百
時
間
未
満
の
範
囲
（
た
だ
し
、
一
年
の
う
ち
一
月
に
お
い
て
四
十
五
時
間
を
超

え
て
時
間
外
勤
務
（
勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
以

外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
月
数
は
、
六
月
以
内
と
す
る
。
）

イ

一
年

七
百
二
十
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

ウ

一
月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
当
該
各
期
間
の
直
前
の
一
月
、
二
月
、
三
月
、
四
月
及

び
五
月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

一
月
当
た
り
の
平
均
時
間
に
つ
い
て
八
十
時

間
を
超
え
な
い
範
囲

２

勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
勤
務
は
、
次
に
掲
げ
る
勤

務
と
す
る
。

一

第
六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
監
視
又
は
断
続
的
勤
務

二

大
規
模
災
害
へ
の
対
処
そ
の
他
の
重
要
な
業
務
で
あ
っ
て
特
に
緊
急
に
処
理
す
る
こ
と
を
要

す
る
も
の
と
任
命
権
者
が
認
め
る
業
務
（
以
下
「
特
例
業
務
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
勤
務

（
特
例
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、
前
項
各
号
に
定
め
る
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
時
間
外

勤
務
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
こ
と
と
な
る
時
間
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）

三

人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
に
お
い
て
特
例
業
務
に
従
事
し
て
い
た
職
員
に
対
し
、
前
項
各

号
に
定
め
る
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
人
事
委

員
会
が
定
め
る
場
合
に
当
該
職
員
が
従
事
す
る
勤
務
（
当
該
超
え
る
こ
と
と
な
る
時
間
に
係
る
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部
分
に
限
る
。
）

３

任
命
権
者
は
、
職
員
に
対
し
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
勤
務
を
さ
せ
た
場
合
は
、

当
該
勤
務
を
さ
せ
た
日
の
属
す
る
一
年
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
、
当

該
勤
務
に
係
る
要
因
の
整
理
、
分
析
及
び
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
の
制
限
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員

会
が
定
め
る
。

第
七
条
中
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
中
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
」
を
「
義
務
教
育
終
了
」
に
改

め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
第
六
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
三

項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
人
事
委
員
会

規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
第
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ウ
中
「
五
月
の
期
間
」

と
あ
る
の
は
、
「
五
月
の
期
間
（
平
成
三
十
一
年
四
月
以
後
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
使
用
さ
れ
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
人
事
委
員
会
規
則
一

三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
第
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
の
休
暇
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
の
休
暇
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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